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待ち遠しい
ふるさとスケッチ No.71

仮装行列が過ぎ去り、冬の始まりを感じるこの頃です。

落ち葉にほんのりと寂しさを感じつつも、クリスマスが楽しみです。

子どもの頃、空飛ぶサンタクロースを想像して心が弾みました。

あの時感じたドキドキは、今でも大切な宝物です。

11
2022

ニューノーマル時代の阿南商工会議所へ

第23期会頭就任のご挨拶

第23期新役員・議員が決定

補助金案内のお知らせ

水ものがたり「一滴との出会い」

のうき屋米米“おいしいごはん!”
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見出し一部抜粋
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ケーブルテレビあなん 「令和5年1月」 放送予定

　
麗
ら
か
な
小
春
日
和
が
つ
づ
き
、
会
員
の
皆
様
方
に
は
、

益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
去
る
十
一
月
一
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
臨
時
議
員
総
会

に
お
き
ま
し
て
、
会
頭
に
再
任
頂
き
ま
し
た
株
式
会
社
ア

イ
テ
イ
ス
ト
の
兼
松
功
と
申
し
ま
す
。

　
平
素
は
当
会
議
所
運
営
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　　
令
和
元
年
十
一
月
に
新
任
と
し
て
会
頭
就
任
直
後
の
コ

ロ
ナ
禍
、
企
業
内
感
染
症
対
策
の
指
導
を
行
政
か
ら
仰
ぎ
、

議
員
ま
た
職
員
の
協
力
の
下
、
各
種
施
策
を
実
施
し
な
が

ら
新
し
い
営
業
様
式
・
事
業
活
動
を
行
な
っ
た
、
手
探
り

の
一
期
目
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
私
共
中
小
企
業
の
環
境
を
見
渡
し
て
み
ま
す
と
、

昨
年
末
よ
り
の
「
悪
い
円
安
」
と
「
売
上
げ
増
を
伴
な
わ

な
い
イ
ン
フ
レ
」、
今
年
に
入
り
２
月
末
の
ロ
シ
ア
軍
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
は
、
急
激
な
原
材
料
費
と
燃
料
費
の
高

騰
と
課
題
が
山
積
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
新
議
員
の
ご
協
力
を
頂
き
、
会
員
の
ご
意
見
と
ご
要
望

を
吸
い
上
げ
、
地
域
性
・
業
種
業
態
の
特
性
を
考
慮
し
な

が
ら
、
個
々
の
課
題
に
対
し
て
役
職
員
一
同
丁
寧
な
会
議

所
活
動
に
邁
進
し
、
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
当
会
議
所
で
は
年
間
を
通
じ
て
、
単
独
事
業
・
協

賛
事
業
を
含
め
数
多
く
の
事
業
を
こ
な
し
て
お
り
ま
す
。

　
新
し
い
任
期
は
各
部
会
・
委
員
会
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
過
去
の
会
議
所
運
営
を
大
き
く
見
直
し
、
会
員
本
位

の
事
業
活
動
は
何
か
を
意
見
集
約
し
、
悪
戯
に
多
く
の
事

業
に
取
り
組
む
の
で
は
な
く
、
行
政
に
任
せ
る
案
件
、
他

の
各
種
団
体
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
案
件
を
精
査
し
、
会

議
所
活
動
が
会
員
企
業
の
体
幹
を
鍛
え
、
会
員
企
業
の
発

展
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
企
業
育
成
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
唯
一
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て
、
商
工
業
の
繁
栄

と
豊
か
な
住
み
よ
い
阿
南
市
を
目
指
し
、
各
種
事
業
の
推

進
を
致
し
て
お
り
ま
す
が
、
根
幹
と
な
る
組
織
の
充
実
と

強
化
の
為
、
会
員
数
の
維
持
・
拡
大
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
お
知
り
合
い
の
方
で
未
会
員
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ

う
で
し
た
ら
、
情
報
だ
け
で
結
構
で
す
の
で
職
員
ま
で
ご

連
絡
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
結
び
と
な
り
ま
し
た
が
、
来
る
令
和
５
年
が
会
員
事
業

所
様
に
と
っ
て
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
致
し

ま
し
て
、
簡
単
措
辞
で
ご
ざ
い
ま
す
が
就
任
の
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

「未知フォーラム2022 in 阿南」

一本の「道」が人と人をつなぎ、
夢をつなぎ、地域の未来をつなぎます。

県南地域が「ワンチーム」となって、ミッシングリンクの解消を目指し、地域
と密着した“みちづくり”、魅力的で活力ある“まちづくり”を実現するため、
高速道路の整備効果や必要性について発信の場となりました。

第１部  基調講演　「道路行政をとりまく最近の情勢について」

コメンテータ　国土交通省四国地方整備局長　　　　荒瀬　美和 氏
ナビゲーター　阿南工業高等専門学校名誉教授　　　湯城　豊勝 氏
パネリスト　　美波町　㈱あわえ美波本社　　　　　永島華緒里 様
　　　　　　　牟岐町　南阿波よくばり体験　　　　石本知恵子 様
　　　　　　　海陽町　（一社）四国の右下観光局　　戎田　篤生 様
　　　　　　　阿南市　阿波のみち女性フォーラム　新居　洋子

●助成支援 
　（一社）四国クリエイト協会
●取材協力 
　ケーブルテレビあなん
●主催
　四国はひとつ“阿波のみち”
　女性フォーラム実行委員会

～未来へつなごう！道・ひと・地域～

開催される

講師　国土交通省道路局　環境安全・防災課長　髙松　　諭 様

第２部  パネルディスカッション「阿波のみち！無限大の未来へ」

会
頭
就
任
の
ご
挨
拶

阿
南
商
工
会
議
所 

会
頭

兼    

松  

　   

功
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１号議員（38名） ２号議員（26名）

３号議員（11名）

（○は常議員）

第23期　新役員・議員が決定!! 阿南商工会議所
臨時議員総会 開催
11月1日（火）ホテル石松において、臨時議員
総会が開催され73名（委任状含む）が出席し、
阿南商工会議所役員・議員の任期満了（3年）に
よる第23期改選の結果、会頭に兼松　功氏を
再選（2期目）しました。 副会頭には、森　活也
氏・松浦浩二氏が再任、清原裕登氏が新任し、
専務理事には、篠原明広氏が新任しました。 
また、監事には長岡雅之氏・山崎隆義氏・谷口
順二氏が再任しました。 各役員・議員の方々
は次の通りです。

氏　　名 企　業　の　名　称 役 職 名

氏　　名 企　業　の　名　称 役 職 名

氏　　名 企　業　の　名　称 役 職 名

氏　　名 企　業　の　名　称 役 職 名

会 頭

副 会 頭

副 会 頭

副 会 頭

専務理事

監 事

監 事

監 事

兼 松 　 　 功

森 　 　 活 也

松 浦 浩 二

清 原 裕 登

篠 原 明 広

長 岡 雅 之

山 崎 隆 義

谷 口 順 二

代 表 取 締 役

代 表 取 締 役

代 表 取 締 役

代 表 取 締 役

常 務 取 締 役

支 店 長

代 表 取 締 役

㈱ ア イ テ イ ス ト

㈱ ワ ン ダ ー

㈲ 松 浦 建 設
徳島県南メディアネットワーク㈱

阿 南 商 工 会 議 所

牟 岐 線 通 運 ㈱

㈱四国銀行阿南支店

日 電 徳 島 ㈱

青 木　　　晃
今 治 広 行
岩 城 由 美
岩 浅 睦 生
大 津 裕 哉
小 川 義 宏
片 山　　　毅
清 原 裕 登
四 宮　　　仁
鳥 海 勇 二
西　岡　恵美子
平 尾 奎 人
平 野 惣 吉
藤 崎 耕 治
森 本 則 明
八 木 健 造
柳 本 義 雄
山 本 隆 司
山 本 史 夫
横 手 光 晴
吉 岡 陽 子
池 添 恭 弘
江 本 憲 市
佐々木　一　成
四 宮　　　浩
島 村 敏 明
新 野 哲 朗
竹 内　　　正
新 居 洋 子
撫 中 大 輔
大 栗 克 俊
岡 久 喜 寛
谷 　 　 章 次
新 田 秋 宏
福 井 七 五 三 夫
町 田 哲 子
横　手　晋一郎
若 木 康 正

代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
経営企画室長
代 表 者
代 表 取 締 役
代 表 者
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
取 締 役
取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 者
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
専 務 取 締 役
代 表 取 締 役
監 査 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役

葵 建 設 ㈱
㈱ い ま じ
（医）翠松会岩城クリニック
岩 浅 印 刷 所
㈲ 大 津 屋
小 川 塗 装
太 陽 高 速 印 刷 ㈲
徳島県南メディアネットワーク㈱
宮 和 海 運 ㈱
鳥 海 印 刷 ㈲
㈲ 徳 島 中 央 観 光
㈱ 日 誠 産 業
㈱ 平 惣
㈱ Ｇ F
㈱ 八 千 代 組
八 木 建 設 ㈱
㈱ ベ ル フ ォ ー レ
琴 江 商 店
大 和 観 光 ㈱
光 晴 汽 船 ㈱
美 原 工 業 ㈱
㈱橘コーポレーション
江 本 食 品 ㈲
佐 々 木 運 輸 機 工 ㈲
㈲ み や ひ ろ
島 村 建 設 ㈱
新 野 木 材 ㈱
㈲ 竹 内 水 産
㈱ ニ イ バ イ オ
末 廣 海 運 ㈱
㈱ シ ナ ジ ー テ ッ ク
㈲ 岡 久 運 送
加 茂 谷 運 送 ㈱
㈲ ま る す
鳳 建 設 ㈱
㈲ 料 亭 ま ち だ
阿南生コンクリート工業㈱
若 木 機 工 ㈲

〇

〇
〇

〇

〇

〇

〇
〇

青 木 孝 憲
榎 本 眞 之
岡 澤 孝 浩
岡 本 忠 晃
原　　　芳 和
森　　　活 也
石 川 高 義
岡 澤　　　智
虎 尾 武 俊
西 岡　　　章
星 場 俊 之
山 田 隆 治
岩 浅 良 治
武 田 仁 志
中 飯 賀 業
中 西 一 浩
松 浦 浩 二
遠 藤 昌 博
兼 松　　　功
河 内 志 郎
篠 原 好 貴
西 田 祥 典
古 里 健 一
篠 野 忠 弘
湯 浅 恭 介
大 上 善 弘

代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 者
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 者
取締役上席執行役員
代 表 取 締 役
代 表 者
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 者
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
専 務 取 締 役
代 表 取 締 役
取 締 役 会 長
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 者
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役

㈲ 青 木 産 業
㈲ イ ー ノ カ ン パ ニ ー
㈲ 紅 葉 屋
メナード化粧品長生代理店
㈱ 原 建 材 店
㈱ ワ ン ダ ー
石 川 木 産
阿波製紙㈱阿南事業所
虎 尾 商 事 ㈲
西 部 木 工
㈱ 岡 部 機 械 工 業
大 隆 精 機 ㈱
㈱ ド バ シ
㈲ ウ ッ デ ィ ー ワ ン
中 飯 賀 業 建 築 研 究 所
中 西 鉄 工 ㈲
㈲ 松 浦 建 設
㈲ リ フ レ ッ シ ュ 阿 南
㈱ ア イ テ イ ス ト
桜 マ テ リ ア ル ㈱
㈱マザーアースエンタテインメント
㈱ 西 田 企 画
古里社会保険労務士事務所
篠 野 海 運 ㈱
志 満 や 運 送 ㈱
㈱保険パートナーまごころ

〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇
〇

〇

〇
〇

粟 谷 圭 吾
清 原 季 英
児 玉 二 郎
坂 田 寛 行
佐 竹 義 治
柴 山 益 男
田 中 幹 夫
西 尾 清 明
松 岡　　　晃
村 田 浩 司
安 井 弘 文

取締役 総合部門副部門長 管理本部長

支 店 長
事 務 部 長
執行役員支店長
理 事 長
橘湾火力運営事業所所長
工 場 長
執行役員徳島工場長
代 表 取 締 役
監 査 役
所 長

日 亜 化 学 工 業 ㈱
㈱徳島大正銀行阿南支店
王 子 製 紙 ㈱ 富 岡 工 場
㈱ 阿 波 銀 行 阿 南 支 店
阿 南 信 用 金 庫
J-POWERジェネレーションサービス㈱
倉 敷 紡 績 ㈱ 徳 島 工 場
新日本電工㈱徳島工場
ソルベイ・スペシャルケム・ジャパン㈱
八 重 川 海 運 ㈱
四国電力㈱徳島支店営業部阿南営業所

〇
〇
〇
〇

〇
〇
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岩浅印刷所
〒774-0014 徳島県阿南市学原町深田2-2

あらゆる印刷の発想から発送まで

e-mail iwasa-printpress@me.pikara.ne.jptel 0884-22-0224 fax 0884-22-6061
IWASA printingoffice

シルバー人材センター会員募集中!
阿南市にお住いで６０歳以上の健康で働く意欲のある方なら､
どなたでも会員になることができます。
入会説明会を毎月第１火曜日か第３火曜日の
午後１時３０分からシルバー事務所で開催しています。
お気軽にお越しください。
※今年度中に入会いただくと、シルバー特製長袖ポロシャツを、全員の方にプレゼントいたします。

■シルバーでは様々な仕事をお受けします。
　草刈・除草・大工・塗装・障子の張替
　清掃・墓地清掃・年賀状の宛名書き等　
   まずは電話でご相談下さい。

阿南市シルバー人材センター事務局

問い合わせ先  TEL0884-23-2630
阿南市富岡町トノ町１-７（阿南警察署となり）

早期経営改善計画策定支援
ポストコロナ持続的発展計画事業

中小企業者等が、国が認める税理士などの専門家の支援を
受けて経営改善計画を策定する場合、専門家に対する支払費
用の2/3を補助します。（上限25万円※）

※計画策定費用　　　　上限15万円
　伴走支援費用（期末）　上限5万円
　伴走支援費用（期中）　上限5万円（任意）

こんな方にお勧めです！
今のところ金融機關への返済条件等の
変更は必要ないが・・・

□このところ資金繰りが不安定になっている
□原因がわからないが売上げが減少している
□自社の経営状況を客観的に把握したい
□専門家から経営に関するアドバイスが欲しい
□経営改善の取り組みをフォローアップして欲しい

お問い合わせはこちら
【受付時間】

午前8:30～午後5:00（土・日・祝を除く）】

徳島県中小企業活性化協議会（経営改善計画策定支援部門）
tel:088-679-4090　fax:088-626-7124　E-mail：tsaisei@fm.nmt.ne.jp
住所:〒770-8530　徳島市南末広町5番8-8号　徳島経済産業会館（KIZUNAプラザ）3階

★2020年４月以降の連続する６か月間の内、任意の３か月間
の合計売上高が、コロナ以前（2019年又は2020年1～3
月）の同３か月の合計売上高と比較して10%以上減少して
いること。

★事業計画を認定経営革新等支援機関（金融機関等）と策定
し、一体となって事業再構築に取り組む。
★補助事業終了後3～5年で付加価値額の年率平均3.0%(一
部5.0%)以上増加、従業員一人当たり付加価値額の年率平
均3.0%(一部5.0%)以上増加の達成。

申請要件

対象者

補助率

採択率

締切日

補助
上限額

対象となる
取り組み

・当所には、初めて申請書を作成する方などのために、両補助金の記入例
付のガイドブックがございます。また作成と申請に向け専門家 ( 中小企業
診断士 )とご面談頂くこともできます。(4時間まで )

・ご希望の方は、中小企業相談所
　（TEL:22-2301）までお問い合せ下さい。

商業・サービス業 : ５人以下
製造業・宿泊娯楽業・その他 : ２０人以下の小規模事業者

補助対象経費の2/3以内
( 賃金引き上げ枠の赤字事業者については3/4)

( 一般枠 )５０万円　(インボイス枠 )１００万円
(卒業枠・創業枠・賃金引上げ枠・後継者支援枠 )２００万円

★第10回 2022年 12月 9日 ( 金 )
★第 11回 2023年 2月下旬
注：申請に当たって旧阿南市に事業所がある方は、阿南商工会
　　議所での確認が必要です

★販促用チラシの作成・配布、マスコミやウェブ広告、看板設置、
　販促品の調達
★集客力を高めるための店舗改装、ネット販売システム構築、
　商談会や見本市への出展
★新商品開発や生産性向上のための機械の導入 など

小売業 : ５０人以下
卸売業・サービス業 : １００人以下
製造業・建設業・運輸業：３００人以下の中小企業・小規模事業者

中小企業2/3・中堅企業1/2

１００万円～８,０００万円 (従業員数等により異なります )

★第８回 2023年 1月13日 ( 金 )
注：申請は電子申請のみとなります

★新分野展開：新たな製品で新たな市場に進出
★事業転換：主な「事業」を転換
★業種転換：主な「業種」を転換
★業態転換：製造・提供方法を変更
★事業再編：会社法上の組織再編行為等＋上記のいずれか
　　　　　　(注：上記以外にも要件がございます。)

新型コロナウイルス感染症やインボイス制度導入、物価高の影響により、事業者を取り巻く環境は厳しさを増しています。

小規模事業者持続化補助金
（販路開拓・生産性向上を目指す小規模事業者の皆様）

事業再構築補助金
（事業再構築で業績回復と発展を目指す中小企業等の皆様）

中小企業等事業再構築促進事業、中小企業生産性革命推進事業で事業所の皆様を支援する制度を設けております。

62.9％（第８回：6月3日締切分） 49.9％（第6回：6月30日締切分）

注：申請は電子申請のみとなります。
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青 年 部 だより女 性 会 だより

六級海技士(航海)第一種短期養成科
募　 集　 期　 間

訓 練 実 施 期 間

訓 練 実 施 場 所

定　　　員

選　考　試　験　日

2022年10月1日土～12月2日金

2022年12月9日金
2023年 1 月25日水～6月22日木
阿南市商工業振興センター（徳島県阿南市）

12名

－徳島阿南校－

（合格発表12月15日）

※最小催行人数に満たない場合は中止する場合があります。
※新型コロナウイルス感染症の影響で講習を中止する場合があります。

六級海技士六級海技士

徳島阿南校

航海科

短期養成科短期養成科募集!募集!

※募集期間及び選考試験後も特例による選考試験有り

入学願書出願先

内燃機関六級海技士(機関)第一種短期養成科
募　 集　 期　 間

訓 練 実 施 期 間

訓 練 実 施 場 所

定　　　員

選　考　試　験　日

一般財団法人 尾道海技学院　尾道海技大学校 一般財団法人 尾道海技学院 徳島阿南校 事務局
広島県尾道市栗原東2-18-43住所 徳島県阿南市向原町下ノ浜1-7住所

電話 0884-24-8643電話 0848-37-8111 FAX 0848-37-8110 FAX 0884-23-5093

お問い合わせ先

kaigigakuin.ananbunkou@gmail.comonomichi@marine-techno.or.jp

2023年1月6日金～2月27日月
2023年3月3日金
2023年4月11日火～9月20日水（予定）
阿南市商工業振興センター（徳島県阿南市）

12名

－徳島阿南校－

※最小催行人数に満たない場合は中止する場合があります。
※新型コロナウイルス感染症の影響で講習を中止する場合があります。

（合格発表3月8日）
※募集期間及び選考試験後も特例による選考試験有り

内燃機関
六級海技士

徳島阿南校

機
関
科

短期養成科

募集!募集!

機関長への

道が開け
ます!

船長への

道が開け
ます!

阿南市独自の
就職

祝金制度あり
!!

（養成科）

　

阿
南
商
工
会
議
所
女
性
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
家
庭

や
学
校
で
簡
単
に
取
り
組
め
る
活
動
と
し
て
、「
第
２
回
み
ど
り

の
カ
ー
テ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
催
し
「
み
ど
り
の
カ
ー
テ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

多
数
の
応
募
の
中
か
ら
審
査
会
で

入
賞
し
た
６
団
体
に
、
10
月
28
日
表

彰
式
を
行
い
賞
状
・
記
念
品
を
お
渡

し
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
学
校
や
企
業

で
実
践
い
た
だ
き
、
植
物
の
成
長
を

見
守
り
な
が
ら
夏
の
節
電
や
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
繋
げ
て
頂
け
る
団
体
を
増
や

し
て
い
き
た
い
と
願
い
ま
す
。

（
学
校
の
部
）

優
秀
賞　

阿
南
市
立
阿
南
支
援
学
校

奨
励
賞　

阿
南
市
立
津
乃
峰
小
学
校

特
別
賞　

阿
南
市
立
桑
野
小
学
校

（
企
業
の
部
）

優
秀
賞

　

徳
島
県
南
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱

奨
励
賞　

　

㈲
大
津
屋

特
別
賞　

　

㈲
横
手
商
事

　

10
月
１
㈯
〜
２
㈰
に
か
け
て
、
島
原
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と

の
交
流
の
た
め
、
阿
南
商
工
会
議
所
の
兼
松
会
頭

を
は
じ
め
阿
南
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
合
わ
せ
て
計
13
名
で

島
原
へ
訪
問
し
ま
し
た
。

　

10
月
１
㈯
シ
ー
サ
イ
ド
島
原
に
て
、
島
原
商
工

会
議
所
の
会

頭 

満
井 

敏
隆 

様
は
じ
め
、
島

原
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か

ら
も
総
勢
38

名
集
ま
っ
て

頂
き
、
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
島
原
Ｙ

Ｅ
Ｇ
第
11
代
・

第
12
代
会
長 

林
田 

正
剛 

様

よ
り
、
交
流
の
き
っ
か
け
に
つ
い

て
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

10
月
２
㈰
で
は
、
島
原
Ｙ
Ｅ
Ｇ

と
阿
南
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
交
流
記
念
植
樹

と
し
て
、
が
ま
だ
す
ド
ー
ム
の
敷

地
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。前
回
訪

問
し
た
際
に
桜
の
木
を
植
え
た
の

で
、今
回
、そ
の
隣
に
梅
の
木
を
植

え
ま
し
た
。そ
の
後
、島
原
城
と
武

家
屋
敷
見
学
、
最
後
に
日
本
で
一

番
海
に
は
近
い
駅『
大
三
東
駅（
お

お
み
さ
き
え
き
）』で
記
念
撮
影
を

行
い
、解
散
し
ま
し
た
。

　

非
常
に
短
い
期
間
で
し
た
が
有

意
義
な
交
流
が
で
き
ま
し
た
。 

ま

た
後
日
、
島
原
新
聞
で
交
流
の
記

事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」表
彰
式
開
催
！

「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」表
彰
式
開
催
！ 〈

島
原
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
の

　
　
　
　
　
交
流
き
っ
か
け
〉

平
成
２
年
に
長
崎
県
島
原
は
火

山
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
地
獄
絵

さ
な
が
ら
の
島
原
か
ら
子
供
た

ち
に
安
全
で
楽
し
い
町
を
過
ご

し
て
も
う
ら
お
う
と
、
島
原
Ｙ

Ｅ
Ｇ
・
阿
南
Ｙ
Ｅ
Ｇ
企
画
の「
島

原
・
阿
南
げ
ん
き
塾
」を
企
画
。

こ
の
年
55
名
の
島
原
の
子
ど
も

達
が
阿
南
で
夏
休
み
を
過
ご

し
、
元
気
な
笑
顔
を
置
き
み
や

げ
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。以
来
、

こ
の
交
流
が
続
く
よ
う
に
な
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

島
原
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
阿
南
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
の
交
流
会

豊
か
な
心
を
育
て
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
つ
な
げ
る
！

「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」入
賞
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幼
い
こ
ろ
か
ら
川
が
好
き
だ
。ず
っ
と

眺
め
た
り
、石
投
げ
を
し
た
り
、浅
瀬
に
足

を
つ
け
水
の
冷
た
さ
を
体
感
し
た
り
す
る

の
が
好
き
だ
。ま
た
、「
加
茂
谷
鯉
ま
つ
り
」

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
五
月
晴

れ
の
大
空
に
数
百
の
鯉
が
悠
然
と
泳
ぐ
姿

を
見
な
が
ら
、
梶
取
船
で
遊
覧
す
る
の
も

大
好
き
だ
。

　

そ
ん
な
、
川
が
大
好
き
な
僕
を
小
学
校

五
年
生
の
時
に
祖
父
が「
那
賀
川
源
流
探

検
ツ
ア
ー
」に
誘
っ
て
く
れ
た
。こ
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
僕
の
中
に「
川
を
楽
し
む
」視
点
に
加

え「
水
を
守
る
」視
点
が
生
ま
れ
た
よ
う
に

思
う
。あ
れ
か
ら
五
年
間
、僕
は
自
分
に
で

き
る
こ
と
を
考
え
、行
動
に
移
し
て
い
る
。

　

ツ
ア
ー
で
は
、
那
賀
川
の
水
の
原
点
の

一
滴
を
自
分
の
目
で
見
て
手
で
掬
い
、
自

分
の
口
に
流
し
込
ん
だ
。ま
た
、一
滴
の
水

が
滴
る
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
ら
れ
た

源
流
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
美
し
さ
に
も
感
動

し
た
。こ
の
体
験
を
経
て
、僕
の
中
で
何
か

が
変
わ
っ
た
よ
う
に
感
じ
た
。僕
が
毎
日

過
ご
す
街
を
流
れ
て
い
る
一
級
河
川
「
那

賀
川
」。そ
の
流
れ
を
見
る
た
び
に
、「
源
流

の
一
滴
一
滴
の
雫
が
集
ま
っ
た
も
の
な
ん

だ
」
と
考
え
る
と
何
と
も
言
え
な
い
気
持

ち
に
な
る
。こ
の
感
動
が
僕
を
新
し
い
こ

と
に
挑
戦
す
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。

　

小
学
校
の
卒
業
式
間
近
の
三
月
二
日
に

一
斉
休
校
が
決
ま
っ
た
。三
カ
月
間
に
わ

た
る
休
校
期
間
は
僕
が
新
し
い
こ
と
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
貴
重
な
時
間
と
な
っ
た
。

ま
ず
、中
学
生
に
な
る
直
前
の
春
休
み
、地

域
の
清
掃
活
動
に
参
加
し
た
。軍
手
を
は

い
て
小
さ
な
鎌
を
持
ち
、
ひ
た
す
ら
草
抜

き
を
頑
張
っ
た
。子
供
の
参
加
は
僕
だ
け

で
、
ご
近
所
の
皆
さ
ん
か
ら「
偉
い
ね
。助

か
る
よ
。」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
。

「
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
」が
多
か
っ
た
の
で
久
し

ぶ
り
に
自
然
と
向
き
合
い
、
地
域
の
幅
広

い
年
代
の
方
々
と
の
交
流
が
で
き
た
こ
と

に
幸
せ
を
実
感
し
た
。

　

中
学
生
に
な
り
、
以
前
か
ら
気
に
な
っ

て
い
た
近
所
の
川
に
不
法
投
棄
さ
れ
て
い

る
家
庭
ゴ
ミ
を
ど
う
に
か
し
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
。市
役
所
に
相
談
の
電
話

を
し
た
が
、「
待
つ
だ
け
で
は
い
け
な
い
」

と
思
い
、
自
分
で
月
に
一
度
の
清
掃
を
す

る
こ
と
に
し
た
。な
か
な
か
全
て
の
ゴ
ミ

を
拾
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一
つ
で
も

拾
う
こ
と
が
、川
を
守
る
小
さ
な
一
歩
に

な
る
と
信
じ
て
続
け
て
い
る
。数
カ
月
を

過
ぎ
た
頃
、
散
歩
を
し
て
い
る
人
や
車
で

通
り
か
か
っ
た
人
か
ら
「
ご
苦
労
様
。」
と

声
も
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。僕
が
ゴ
ミ

拾
い
を
す
る
姿
が
地
域
の
人
の
意
識
を
変

え
る
こ
と
に
繋
が
れ
ば
と
思
い
、
家
族
で

お
揃
い
の「
清
流
を
守
る
」の
Ｔ
シ
ャ
ツ
も

作
っ
た
。確
実
に
少
し
ず
つ
だ
が
、以
前
に

比
べ
川
に
捨
て
ら
れ
る
ゴ
ミ
が
減
り
、
川

の
水
が
美
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

昨
年
か
ら
、
家
の
畑
に
野
菜
の
種
を
ま

き
育
て
て
い
る
。小
松
菜
や
水
菜
の
日
々

の
成
長
に
水
は
欠
か
せ
な
い
。水
や
り
を

し
な
が
ら
、
改
め
て
水
の
大
切
さ
に
つ
い

て
考
え
た
。実
際
に
自
分
が
野
菜
を
育
て

る
経
験
を
し
て
、
田
植
え
の
時
期
に
は
自

宅
の
田
ん
ぼ
で
苗
が
育
っ
て
い
く
様
子

を
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
視
点
で
観
察

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

中
学
生
活
も
あ

と
一
年
。イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
の
百

科
事
典
・
ウ
ィ
キ

ペ
デ
ィ
ア

に
阿
南
市
の
歴
史

や
観
光
情
報
を
書

き
込
む
編
集
イ
ベ

ン
ト
「
ウ
ィ
キ
ペ

デ
ィ
ア
タ
ウ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

参
加
し
た
。世
界

中
の
誰
も
が
見
る

こ
と
が
で
き
る
の

で
責
任
の
重
さ
を

感
じ
る
と
と
も
に

や
り
が
い
も
感
じ
ら
れ
た
。ウ
ィ
キ
ペ
デ

ィ
ア
で
情
報
を
編
集
す
る
学
び
を
通
し

て
、
コ
ロ
ナ
で
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が

中
止
や
延
期
と
な
っ
て
も
、
世
界
中
に
水

の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
気

持
ち
が
前
向
き
に
な
っ
た
。

　

今
日
も
新
規
感
染
者
数
が
発
表
さ
れ
て

い
る
。コ
ロ
ナ
禍
の
時
代
を
生
き
て
い
る

人
々
は
、
否
応
な
し
に
命
の
大
切
さ
を
痛

感
し
て
い
る
。そ
し
て
同
時
に
命
を
育
む

自
然
の
重
み
を
実
感
し
て
い
る
よ
う
に
感

じ
る
。そ
う
い
っ
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、僕
は

気
持
ち
を
行
動
に
移
し
た
い
。自
分
も
コ

ツ
コ
ツ
と
地
道
な
活
動
を
続
け
る
と
と
も

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
僕
自
身

も
活
動
し
た「
水
を
守
る
活
動
」の
素
晴
ら

し
さ
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
伝
え
た

い
。自
ら
発
信
す
る
こ
と
で
活
動
の
輪
を

広
げ
て
い
き
た
い
。そ
う
決
意
し
、確
か
な

歩
み
を
続
け
る
決
意
だ
。

表
彰
式
で
の
作
文
朗
読
の
様
子

一
滴
と
の
出
会
い 今

回
の
「
水
も
の
が
た
り
」
は
、
８
月
23
日
、
国

土
交
通
省
那
賀
川
河
川
事
務
所
の
一
日
署
長
の
大

役
を
務
め
た
、
笠
江
駿
（
は
や
と
）
君
の
作
文
を

掲
載
し
ま
す
。
笠
江
駿
君
の
作
文
は
、
第
８
回
水

の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
第
１
席
に
当
た
る
内
閣
総
理

大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

笠 

江   

駿

徳
島
県 

阿
南
市
立

那
賀
川
中
学
校 

三
年

ものがたり

VOL.122

水
内
閣
総
理
大
臣
賞（
最
優
秀
賞
）

祝

水環境研究会第３弾、那賀川視察
日　時：令和４年11月26日（土）９:00～16:00
集　合：那賀川河川事務所駐車場（領家町）
          （移動は国交省のマイクロバスで）
視察先：堤防（下流・加茂）、長安口ダム、
　　　　土石流跡（木沢・高磯山）
昼　食：四季美谷温泉 ／ 必要経費：昼食代 ／ 定員：先着15名
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晩秋・初冬の会席料理 5,000 円（税・サ別

R4・8/23 ～ H4・10/21

さなだ行政書士事務所

代表／真田　元  【サービス業】
阿南市領家町本荘ヶ内124番地3
TEL:0884-22-3511

新たな事業をお考えの方、
サポートさせて下さい。

ヨガスタジオMariastella

代表／澤野　まり  【サービス業】
阿南市横見町前長岡7番地7
TEL：090-1572-3131

簡単健康ヨガで自分らしく
楽しく生きるをサポート。

株式会社BASE

代表／粟田　宗一郎  【サービス業】
板野郡北島町鯛浜字西ノ須64番地11
TEL：088-678-2841

お客様から最も信用、
信頼される会社へと成長します。

soleil sourian

代表／浜中　真紀  【サービス業】
阿南市羽ノ浦町岩脇弐反地71-1
TEL：080-3162-3161

健康を気にされる方へ
最高のサポートをハートで約束。

忘年会 新しい営業様式に対応して

ご予約受付中
新年会
同窓会

阿南市富岡町トノ町113番地の3

ご予約・お問い合わせはお気軽に!

0120-22-0126

代 表 者 ： 西條　美恵子
創業年月 ： ２０１６年８月２２日
住　　所 ： 阿南市下大野町渡り上り５４４
電話番号 ： 0884-24-8825
営業時間 ： 5：00～14：00

のうき屋米米

　“おいしいごはん（米）を食べてほしい”

をコンセプトに2016年8月、下大野町にオ

ープンした「のうき屋米米」は、精米仕立

ての新鮮なお米を炊き、朝５時から営業

しています。 炊きあがったばかりのお米

は、ピンッと立ち、ピカピカに光ってお

り、食欲をそそられます。 そのお米の隣

には、竹パウダーが練り込まれ、より一層

健康的に仕上げられたハンバーグや農

薬・化学肥料を使っていない地元で採れ

た野菜・魚・肉など健康的で体にやさしい

料理が添えられています。

　このように食材にこだわりを持つの

は、ご主人が経営する西條農機商会で携

わったお客様方から、あらゆる種類の稲

作方法教えていただき、米づくりの難し

さを知っているからこそ。 また、農機具

販売を営む中、放置竹林・里山再生活動に

取り組む団体の方々と出会う機会があ

り、竹には加工することで乳酸菌や食物

繊維など薬膳料理の材料にふさわしい成

分が豊富に含まれることを知り、竹パウ

ダーや筍を使った薬膳料理を始めまし

た。

　アットホームな雰囲気を醸し出し、地

産地消に取組みながら安心安全な食材を

用いた家庭的な薬膳料理を味わいに、一

度足を運んでみてはいかがでしょうか。

朝ご飯をし
っかり食べ

て

　1日頑張ろ
う!

のうき屋米米
まいまい

小さな店が輝く時

しいたけの肉巻き定食
肉厚でうまみの濃い、“しいたけ侍”でしそを挟み豚バラで
巻いた、しいたけの肉巻きとごはん・味噌汁（竹パウダー入
り）・日替わり一品が付いています。

NEW

米米のケークサレプレート
タケノコ（阿南市産）・タマネギ・鮭・クリームチーズ・季節
野菜が具材としてたくさん入った「塩味のケーキ」とスー
プ・サラダ・唐揚げが付いています。
「のんちゃん特性 ぬるすだちドレッシング」をつけて召し
上がり下さい！

おすすめ商 品!



〈表紙イラスト・文〉羽尻利門（はじりとしかど）プロフィール
絵本作家阿南市見能林町在住。1980年兵庫県に生まれ、主な作品に、『夏がきた』（あすなろ書房）『ごめんなさい』（ポプラ社）、
『あいつとぼく』（ＰＨＰ研究所）など多数。日本児童出版美術家連盟会員。ホームページ　http://hajiritoshikado.com

開催概要（予定）

in  四国最東端
阿波のくに阿南
2023.3.5SUN
開催決定

東部自然公園をスタートして、北の脇海岸周辺の約９キロをウォーキングし
ます。 料理や地酒を楽しみながら阿南の自然に触れるスポットを巡ります。
申込等詳しくは、HP等で発信していきます。

主催 : ONSEN・ガストロノミーウォーキングin四国最東端・阿波のくに阿南
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～レジリエンス研修～ 商業部会

折れない心を育てるレジリエンス研修

■日 時 :
■講 師 :
■研修の狙い :

令和5年2月15日（水）１3：００～17：0０
アソシエイトゆう 大仲希美子氏

小さな店だからこそ、輝くチャンスがある・価値がある

「元気な仲間たち交流会」in阿南

■開催日時 :
■開催場所 :
■内　　容 : 

令和5年1月23日（月）
ホテル石松
作事例発表・パネルディスカッション・交流会

全国435地域に拡がる「まちゼミ」の仕組みは、「阿南まちゼミ」から展開し
てきたまちづくりへとつながってきた。県内の小規模事業者及び支援者が
地域で起こすまちづくり活動について発表する場を設定することにより、互
いの地域の関係性を高め参考事業を取り入れ、地元の価値を見出し、新た
な需要開拓につなげたい。

阿南市活竹祭＆
JAアグリあなん祭り開催

光のまちステーションプラザ 11月8日㈫～11月20日㈰
ジャイアントペーパーフラワー・秋展

●創ったものを見てもらいたい。グループ活動の記念に
　無料で２週間場所をお貸しします。

●教室の宣伝や作り方を教えたいが場所がない方に
　1日無料で場所をお貸しします。

展

示

※展示初日は12 時から。最終日は展示入れ替えの為
　午後３時までには終了します。

阿波踊り活竹人形作り体験常時開催中

主催 /矢田 益実　長尾 祐香
人の顔より大きな紙で作った花を壁に飾
ったり、手に取って写真を撮れるようにし
ています。どうぞフォトスポットとしてお
楽しみください。　　　　　展示数20点

11月22日㈫～12月4日㈰

主催 /うぃりん
色鉛筆で描いた絵の世
界をお楽しみくださ
い。
　　　　展示数30点

12月6日㈫～12月25日㈰
みんなのシリーズ第14弾  わたしのお気に入り

みんなのシリーズ第14弾。
布小物・書・パッチワーク・ちりめん細工・ガラス工芸・パステル画・油絵・焼き物・
トールペイント・竹細工・プリザーブドフラワー・刺繍・折り紙・アロマキャンドル
これまでステーションプラザで展示された方々が一同に集まり、一つのテーマで展示を
します。どうぞお気に入りを見つけてください。展示数100点

体

験
参加費2,000円
10名定員　持参物なし
申込締切　11月25日㈮
主催:矢田 益実

11月27日㈰ 13:00～
ボタニカルキャンドルを作りましょう

参加費1,500円
5名定員　持参物なし
申込締切　12月9日㈮
主催:村上 千代

12月11日㈰ 13:00～
土鈴にペイントしましょ

主催 /ステーションプラザ展示同好会お申込み・お問合せは☎0884-24-3141
光のまちステーションプラザ

令和4年 11・12月の催しのご案内
展示会・体験会　開催希望者募集中

わんだーわーるど

参加費2,000円
10名定員　 持参物  なし
申込締切　12月15日㈭
主催:矢田 益実

12月17日㈯ 13:00～
クリスマスリースを作りましょう

■日　時
令和4年
■場　所

■内　容

■駐車場

11月26日㈯・27日㈰
10：00～15：00まで

阿南農業協同組合JAアグリあなん（阿南市桑野町上張15番地）

特産品まつり、竹の魅力発信コーナー、各種体験コーナー、働く車の展示、
ステージイベント等（モンゴル国立コンセルバトワール公演、なまはげ太鼓）

JAアグリあなん・桑野公民館・南部健康運動公園
※シャトルバスが運行します。

12月18日㈰ 13:30～
つまみ細工入門(クリスマスの飾り)
参加費2,500円
5名定員　 持参物  裁ちばさみ
申込締切　12月16日㈮
主催:つまみ細工専門店うらら花

レジリエンス研修とは、困難な状況に立ち向かう強さや、物事を柔軟に受け止め
る考え方、自らメンタルを立ち直し折れない心を育てる研修です。
この研修は打たれ弱いといわれる若者や、コロナ禍において大きな傷を負った
経営者など現代社会を生きる我々にとって大きな助け舟になります。

※詳細・募集は１月号に記載します。

①ストレスと上手に付き合い、しなやかに困難を乗り越え
　ることができるようになります。
②物事を柔軟に受け止める考え方や自らメンタルを立て
　直し、折れない心を育てる方法を学びます。
③「困難をチャンスに変えて成長できる人」を目指します。

伴走型
小規模事業者支援
推進事業

徳島県 最低賃金

855円

令和4年10月6日から

※一部の製造業には特定最低賃金が定められています。

〔お問い合わせ先〕
徳島労働基準部賃金室（TEL088-652-9165）
又は、最寄りの労働基準監督署まで

時間額
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